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1
．
事
案
の
概
要
 
 

㈲
 
Ⅹ
は
、
平
成
六
年
に
設
立
さ
れ
、
次
第
に
事
業
を
拡
大
し
、
主
に
東
京
都
、
神
奈
川
県
及
び
埼
玉
県
内
に
お
い
て
、
戸
建
分
譲
、
 
 

マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
及
び
不
動
産
賃
貸
等
の
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、
平
成
一
九
年
に
始
ま
る
金
融
市
場
の
混
乱
の
影
響
を
受
け
て
業
 
 

況
が
芳
し
く
な
く
な
り
、
平
成
二
〇
年
三
月
こ
ろ
か
ら
は
資
金
繰
り
に
も
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
同
年
八
月
二
六
日
、
東
京
地
方
裁
 
 

判
所
に
対
し
、
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
行
い
、
同
年
九
月
四
日
、
民
事
再
生
手
続
開
始
決
定
が
さ
れ
て
、
民
事
再
生
手
続
の
 
 

途
上
に
あ
る
。
 
 

畑
 
Ⅹ
の
中
核
事
業
で
あ
る
戸
建
分
譲
事
業
は
、
Ⅹ
が
、
用
地
の
仕
入
れ
か
ら
企
画
、
設
計
、
施
工
ま
で
を
Ⅹ
で
行
い
、
金
融
機
関
か
 
 

ら
の
借
入
金
に
よ
っ
て
用
地
を
取
得
し
た
上
で
、
一
用
地
に
つ
き
三
～
四
棟
程
度
の
住
宅
建
物
を
建
築
し
、
土
地
付
き
戸
建
と
し
て
販
 
 

売
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

㈱
 
戸
建
分
譲
に
お
い
て
は
、
一
用
地
が
三
～
四
程
度
に
分
筆
さ
れ
て
各
区
画
に
建
物
が
建
設
さ
れ
、
各
区
画
毎
に
順
次
顧
客
に
売
却
 
 

六
三
 
 
 

三
 
土
地
付
き
戸
建
て
分
譲
を
主
た
る
事
業
と
す
る
再
生
債
務
者
所
有
の
販
売
用
土
地
に
つ
い
て
、
再
生
 
 

手
続
の
担
保
権
消
滅
許
可
制
度
に
お
け
る
要
件
を
満
た
す
と
し
た
裁
判
例
 
 

民
事
再
生
手
続
に
よ
る
担
保
権
、
特
約
等
の
変
更
 
（
二
）
 
 

吉
 
 
岡
 
 伸
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六
四
 
 
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
上
記
の
融
資
が
行
わ
れ
る
際
、
金
融
機
関
と
Ⅹ
と
の
間
で
は
、
い
ず
 
 

れ
か
の
区
画
が
売
れ
た
と
き
に
は
、
X
は
、
売
却
さ
れ
た
区
画
毎
に
そ
の
販
売
代
金
の
う
ち
土
地
相
当
分
を
当
該
用
地
に
係
る
融
資
全
 
 

額
の
一
部
と
し
て
返
済
し
、
金
融
機
関
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
そ
の
区
画
の
抵
当
権
の
抹
消
登
記
を
行
う
こ
と
と
す
る
旨
合
意
さ
れ
て
お
 
 

り
、
各
区
画
毎
の
返
済
額
に
つ
い
て
は
、
土
地
面
積
按
分
、
販
売
価
格
按
分
等
の
方
法
に
よ
り
融
資
の
時
点
で
具
体
的
に
申
し
合
わ
せ
 
 

ら
れ
て
い
た
。
 
 

㈱
 
民
事
再
生
手
続
開
始
決
定
後
の
平
成
二
〇
年
九
月
八
日
、
Ⅹ
は
、
金
融
機
関
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
金
融
機
関
の
有
す
る
 
 

別
除
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
提
案
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戸
建
分
譲
の
用
地
取
得
に
融
資
を
受
け
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
 
 

計
画
の
進
行
段
階
に
応
じ
て
区
分
し
、
上
記
開
始
決
定
ま
で
に
建
物
が
完
成
し
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
へ
の
返
済
は
、
 
 

土
地
の
鑑
定
評
価
額
か
ら
売
却
諸
費
用
等
の
土
地
相
当
分
を
控
除
し
た
価
額
の
八
五
％
相
当
額
と
す
る
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
 
 

㈲
 
こ
れ
に
対
し
て
、
各
金
融
機
関
の
対
応
は
、
こ
の
程
実
に
同
意
す
る
も
の
、
提
案
に
は
同
意
し
な
い
が
個
別
の
案
件
に
つ
い
て
は
 
 

応
諾
す
る
も
の
、
全
く
応
諾
し
な
い
も
の
と
区
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
Y
は
、
従
来
の
取
扱
い
と
同
様
に
各
区
画
の
買
い
 
 

手
が
付
い
た
つ
ど
返
済
を
受
け
て
抵
当
権
の
抹
消
登
記
を
行
う
こ
と
、
不
動
産
市
況
の
状
況
に
よ
っ
て
は
客
観
的
な
土
地
価
額
の
限
度
 
 

の
返
済
で
抵
当
権
の
抹
消
登
記
を
行
う
こ
と
に
は
同
意
で
き
る
が
、
上
記
提
案
で
、
原
則
的
な
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
土
地
鑑
完
評
価
 
 

額
の
一
五
％
の
減
額
と
な
る
点
は
、
そ
の
分
は
い
わ
ば
相
手
方
の
事
業
継
続
の
た
め
に
資
金
協
力
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
 
 

に
は
同
意
で
き
な
い
と
考
え
、
上
記
提
案
に
沿
っ
た
個
別
案
件
に
も
全
く
応
諾
し
な
い
と
の
立
場
を
取
っ
た
。
 
 

㈱
 
そ
の
後
、
Ⅹ
と
Y
と
の
間
で
は
、
本
件
個
別
案
件
の
解
決
の
た
め
に
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
Ⅹ
は
、
同
年
一
一
月
 
 

二
七
R
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
、
担
保
権
消
滅
許
可
の
申
立
て
を
行
っ
た
。
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3
．
控
訴
審
決
定
の
概
要
 
 
 

控
訴
審
決
定
 
（
東
京
高
決
平
成
二
1
年
七
月
七
日
判
例
時
報
二
〇
五
四
号
三
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
〇
八
号
八
九
頁
、
金
融
法
務
 
 

事
情
一
八
八
九
号
四
四
頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
三
二
三
号
一
六
頁
）
も
、
X
の
申
立
て
に
理
由
が
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
 
 

て
本
抗
告
を
棄
却
し
た
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
「
民
事
再
生
法
一
閃
八
条
に
定
め
る
担
保
権
消
滅
許
可
の
制
度
は
、
民
事
再
生
手
続
に
お
い
て
は
会
社
更
生
手
続
と
異
な
 
 

り
担
保
権
者
に
削
除
権
が
与
え
ら
れ
る
も
の
の
、
「
当
該
財
産
が
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
」
で
あ
る
 
 

こ
と
を
要
件
 
（
以
下
、
「
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
」
と
い
う
。
）
 
に
、
再
生
債
務
者
等
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
目
的
物
の
価
額
 
 

に
相
当
す
る
金
銭
を
納
付
し
て
担
保
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
担
保
権
者
の
利
益
と
事
業
再
生
の
目
 
 

的
及
び
一
般
債
権
者
の
利
益
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
が
求
め
ら
れ
る
の
 
 

は
、
担
保
権
者
は
、
民
事
再
生
手
続
に
お
い
て
、
本
来
削
除
権
者
と
し
て
自
由
に
権
利
行
使
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
制
約
す
る
に
 
 

は
、
再
生
債
務
者
が
事
業
再
生
を
図
る
と
い
う
民
事
再
生
手
続
の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
 
 

再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
る
よ
う
な
代
替
性
の
な
い
財
産
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

相
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
、
事
業
継
続
不
可
欠
要
件
 
（
著
者
注
‥
 
 

「
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
」
）
 
を
充
た
す
財
産
と
は
、
担
保
権
が
実
行
さ
れ
て
当
該
財
産
を
活
用
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
は
 
 
 

2
．
第
一
審
決
定
の
概
要
 
 
 

第
一
審
決
走
 
（
東
京
地
決
平
成
二
〇
年
一
二
月
鵬
○
日
金
融
・
商
事
判
例
一
三
二
三
号
l
一
三
頁
）
 
は
、
本
件
土
地
は
Ⅹ
の
事
業
の
継
 
 

続
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
理
由
を
示
さ
な
い
ま
ま
結
論
部
分
の
み
を
述
べ
、
こ
れ
を
認
容
し
 
 

た
。
そ
こ
で
、
Y
が
こ
れ
を
不
服
と
し
て
即
時
抗
告
し
た
。
 
 

六
五
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と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
土
地
は
、
Ⅹ
の
よ
う
な
事
業
の
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
と
の
関
 
 

係
で
代
替
性
が
な
い
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
 
 

こ
と
は
、
民
事
再
生
手
続
の
中
で
担
保
権
消
滅
許
可
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度
趣
旨
に
か
な
う
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
 
 
 

き
に
は
そ
の
事
業
の
継
続
が
不
可
能
に
な
る
代
替
性
の
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
本
件
土
地
は
販
売
用
財
産
で
あ
る
け
 
 

議
事
業
に
と
っ
て
は
、
そ
の
敷
地
部
分
に
相
当
す
る
土
地
は
、
そ
の
担
保
権
が
実
行
さ
れ
て
こ
れ
を
活
用
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
 
 
 

そ
の
よ
う
な
事
業
継
続
不
可
欠
要
件
 
（
著
者
注
‥
「
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
」
）
 
を
充
た
す
財
産
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
再
生
 
 

債
務
者
が
製
造
業
者
で
あ
っ
て
そ
の
工
場
の
土
地
・
建
物
に
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
再
生
債
務
者
が
小
売
業
者
で
あ
っ
 
 

て
店
舗
の
土
地
・
建
物
に
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
土
地
・
建
物
は
、
事
業
の
た
め
に
 
 

継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
担
保
権
が
実
行
さ
れ
て
当
該
財
産
を
活
用
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
 
 

き
に
は
、
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
が
不
可
能
に
な
る
代
替
性
の
な
い
財
産
で
あ
る
一
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
本
件
土
地
は
販
売
用
財
産
で
あ
っ
て
、
上
記
の
典
型
例
の
よ
う
に
継
続
し
て
使
用
す
る
財
産
で
は
な
い
と
こ
ろ
、
こ
う
 
 

し
た
財
産
に
あ
っ
て
も
、
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
を
充
た
す
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
再
生
債
務
者
の
事
業
の
形
 
 

態
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
業
の
仕
組
み
に
即
し
て
当
該
財
産
が
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
を
充
た
す
も
の
か
検
討
す
 
 

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
Ⅹ
の
事
業
は
戸
建
住
宅
の
分
譲
で
あ
る
と
こ
ろ
、
事
業
の
仕
組
み
と
し
て
上
 
 

記
で
述
べ
た
と
お
り
一
連
の
事
務
の
流
れ
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
分
譲
す
べ
き
戸
建
住
宅
の
敷
地
に
担
保
権
を
設
定
し
消
滅
 
 

さ
せ
る
こ
と
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
担
保
権
者
も
こ
れ
を
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
敷
地
に
設
 
 

定
さ
れ
た
担
保
権
の
消
滅
な
く
し
て
は
戸
建
住
宅
を
通
常
の
不
動
産
市
場
で
売
却
し
て
利
益
を
得
る
と
い
う
事
業
の
仕
組
み
そ
の
も
の
 
 

れ
ど
も
、
本
件
担
保
権
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
の
事
業
継
続
不
可
欠
要
件
 
（
著
者
注
‥
「
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
」
）
 
は
充
た
し
て
い
る
 
 

が
機
能
し
な
く
な
り
、
結
局
、
事
業
そ
の
も
の
が
継
続
で
き
な
く
な
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ⅹ
の
戸
建
分
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4
．
参
考
判
例
 
（
名
古
屋
高
決
平
成
一
六
年
八
月
一
〇
臼
）
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
に
先
行
し
て
、
民
事
再
生
手
続
き
に
お
け
る
担
保
権
消
滅
請
求
制
度
を
本
来
の
使
わ
れ
方
で
な
い
使
わ
れ
方
を
 
 

し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

畑
 
事
案
の
概
要
 
 

①
 
Ⅹ
祉
は
、
平
成
丁
四
年
一
二
月
二
七
日
、
U
銀
行
か
ら
会
社
分
割
を
す
る
た
め
、
U
分
割
準
備
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
 
 

成
一
五
年
三
月
二
四
日
、
会
社
分
劃
さ
れ
て
、
硯
商
号
に
変
更
さ
れ
、
翌
二
五
日
に
そ
の
旨
の
登
記
を
了
し
た
会
社
で
あ
る
。
 
 
 

Y
社
は
、
定
款
上
は
、
都
市
再
開
発
、
観
光
開
発
そ
の
他
十
地
開
発
に
関
す
る
企
画
並
び
に
建
築
・
土
木
業
務
、
宅
地
の
造
成
分
譲
、
 
 

建
物
建
築
請
負
業
、
不
動
産
の
売
買
、
賃
貸
及
び
仲
介
等
を
目
的
と
し
、
同
年
五
月
当
時
は
、
主
な
事
業
と
し
て
、
事
業
用
建
物
の
賃
 
 

貸
及
び
駐
車
場
の
運
営
並
び
に
開
発
分
譲
用
地
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
会
社
で
あ
る
。
 
 

②
 
Y
は
、
平
成
一
五
年
五
月
二
九
日
、
名
古
屋
地
方
裁
判
所
 
（
以
下
、
「
裁
判
所
」
と
い
う
。
）
 
に
対
し
て
再
生
手
続
開
始
を
申
し
立
 
 

て
、
翌
三
〇
日
、
弁
済
禁
止
等
の
保
全
処
分
決
定
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
民
事
再
生
監
督
委
員
と
し
て
K
弁
護
士
 
（
以
下
、
「
監
督
委
 
 

員
」
と
い
う
。
）
 
が
選
任
さ
れ
、
同
年
六
月
二
二
日
、
再
生
手
続
開
始
決
定
（
以
下
、
「
本
件
開
始
決
定
」
と
い
う
。
）
 
が
な
さ
れ
た
。
そ
 
 

の
後
、
同
年
一
二
月
二
二
日
、
再
生
計
画
認
可
決
定
が
な
さ
れ
、
同
決
定
は
、
平
成
一
六
年
一
月
三
〇
目
、
確
定
し
た
。
 
 

③
 
Y
は
、
本
件
開
始
決
定
か
ら
現
在
ま
で
、
本
件
不
動
産
を
所
有
し
て
お
り
、
同
不
動
産
に
は
、
本
件
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 

④
 
本
件
不
動
産
の
時
価
は
、
平
成
一
大
年
一
▲
月
二
〇
目
現
在
、
八
九
七
〇
万
円
で
あ
る
。
 
 

⑤
 
Y
は
、
N
銀
行
及
び
Ⅹ
に
対
し
、
本
件
不
動
産
の
任
意
売
却
及
び
別
除
権
の
受
戻
し
を
提
案
し
、
N
銀
行
の
同
意
は
得
た
も
の
の
、
 
 

Ⅹ
に
対
し
て
は
一
〇
〇
万
円
を
支
払
う
代
わ
り
に
神
保
権
の
抹
消
を
依
頼
し
て
交
渉
を
委
ね
て
き
た
が
、
X
か
ら
は
、
六
年
目
ま
で
別
 
 

除
権
を
行
使
し
な
い
代
わ
り
に
年
間
五
〇
〇
万
円
の
支
払
と
、
六
年
目
以
降
に
六
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
半
額
の
分
割
払
い
を
要
求
さ
れ
、
 
 

Y
は
、
結
局
、
そ
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
件
担
保
権
消
滅
許
可
申
請
を
し
た
。
 
 

六
七
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担
保
権
が
実
行
さ
れ
る
と
、
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
る
と
こ
ろ
、
担
保
権
不
可
分
の
原
則
や
順
位
昇
進
の
原
則
か
ら
、
担
保
不
動
 
 
 

㈱
 
控
訴
審
決
定
の
概
要
 
 
 

控
訴
審
で
あ
る
名
古
屋
高
決
平
成
一
六
年
八
月
一
〇
日
 
（
判
例
時
報
一
八
八
四
号
四
九
頁
）
 
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
本
件
控
訴
 
 

を
棄
却
し
た
 
（
こ
れ
に
よ
り
確
定
し
た
）
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
「
Y
は
、
Ⅹ
が
、
両
川
ビ
ル
に
対
し
別
除
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
上
記
再
生
計
画
の
実
現
が
不
可
能
と
な
る
た
め
、
 
 

Ⅹ
と
の
削
除
権
協
定
を
締
結
す
べ
く
交
渉
を
継
続
し
、
削
除
権
を
行
使
し
て
も
、
Ⅹ
自
体
は
本
件
不
動
産
か
ら
配
当
を
受
け
ら
れ
る
立
 
 

場
に
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ⅹ
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
「
判
子
代
」
と
し
て
一
〇
〇
万
円
の
支
払
を
提
案
し
た
が
、
Ⅹ
の
要
求
が
高
額
で
 
 

あ
り
、
交
渉
は
決
裂
し
た
。
 
 
 

本
件
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年
一
月
一
六
口
、
既
に
株
式
会
社
丁
原
か
ら
八
五
〇
〇
万
円
で
買
受
け
の
申
込
み
が
な
さ
れ
 
 

て
お
り
、
売
却
可
能
な
状
態
に
あ
る
。
そ
し
て
、
Y
と
N
銀
行
と
の
間
の
本
件
削
除
権
協
定
に
よ
れ
ば
、
Y
は
、
N
銀
行
に
射
し
、
再
 
 

生
計
画
認
可
決
定
後
、
同
決
定
の
確
定
し
た
口
の
属
す
る
月
の
末
‖
に
六
一
七
三
万
一
〇
〇
〇
円
、
三
カ
月
後
に
一
億
三
〇
三
七
万
八
 
 

〇
〇
〇
円
、
半
年
後
に
二
三
八
五
万
l
0
0
0
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
不
動
産
の
売
却
代
金
は
、
上
記
の
一
一
 
 

回
目
の
支
払
分
で
あ
る
一
億
三
〇
三
七
万
八
〇
〇
〇
円
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
売
却
代
金
な
し
で
は
、
本
件
別
除
 
 

権
協
定
に
従
っ
た
弁
済
は
不
可
能
な
状
態
に
あ
る
。
 
 

六
人
 
 
 

⑥
 
原
審
 
（
名
古
屋
地
決
平
成
一
大
年
貢
月
二
五
日
）
 
は
、
本
件
不
動
産
は
、
Y
の
事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
 
 

る
と
し
て
、
上
記
申
請
を
認
容
し
た
た
め
、
Ⅹ
が
こ
れ
を
不
服
と
し
て
即
時
抗
告
し
た
（
な
お
、
N
銀
行
は
即
時
抗
告
し
て
い
な
い
。
）
。
 
 

ら
な
い
で
担
保
権
の
行
使
を
可
能
と
し
て
い
る
 
（
同
条
二
項
）
 
こ
と
か
ら
、
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
不
可
欠
な
財
産
に
つ
い
て
 
 

と
こ
ろ
で
、
民
事
再
生
法
は
、
根
抵
当
権
者
等
の
担
保
権
者
に
別
除
権
を
認
め
（
同
法
五
三
条
一
項
）
、
担
保
権
者
は
再
生
手
続
に
よ
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欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
に
該
当
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
本
件
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
る
と
、
上
記
の
と
お
り
、
本
件
不
動
産
は
、
本
件
再
生
手
続
の
再
生
計
画
に
お
い
て
処
分
の
対
 
 

象
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
は
Y
の
今
後
の
事
業
の
継
続
に
必
要
不
可
欠
な
財
産
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
 
 

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
再
生
計
画
に
お
い
て
は
、
両
川
ビ
ル
の
う
ち
、
区
分
所
有
と
さ
れ
た
駐
車
場
部
分
の
賃
貸
事
業
の
み
の
管
理
 
 

業
務
を
残
し
て
事
業
を
継
続
し
、
再
生
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
上
記
駐
車
場
部
分
は
、
ま
さ
に
、
事
業
の
継
続
に
欠
く
 
 

こ
と
が
で
き
な
い
唯
一
の
財
産
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
再
生
計
画
で
は
、
本
件
不
動
産
の
売
却
代
金
は
、
両
川
ビ
ル
全
体
（
本
件
不
動
 
 

六
九
 
 
 

相
当
で
な
く
、
当
該
財
産
を
売
却
す
る
な
ど
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
、
事
業
の
継
続
の
た
め
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
再
生
 
 

避
け
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
制
度
は
、
上
記
し
た
と
お
り
、
民
事
再
生
手
続
に
お
い
て
、
担
保
権
者
に
は
別
除
権
を
 
 

の
継
続
が
不
可
能
と
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
そ
こ
で
、
同
項
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
「
当
該
財
産
が
再
生
債
務
者
 
 

の
事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
」
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
当
該
財
産
の
価
額
に
相
当
す
る
金
銭
を
裁
判
所
 
 

に
納
付
し
て
当
該
財
産
上
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
担
保
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
許
可
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
 
 

規
定
し
て
、
一
担
保
権
者
の
意
思
の
み
に
よ
っ
て
、
再
生
に
適
し
、
ま
た
、
こ
れ
が
可
能
な
事
業
の
継
続
が
事
実
上
断
た
れ
る
事
態
を
 
 
 

上
は
、
当
該
財
産
そ
の
も
の
が
、
今
後
、
再
生
債
務
者
が
事
業
を
継
続
し
て
い
く
上
に
お
い
て
作
用
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
欠
く
こ
と
 
 

認
め
、
再
生
手
続
に
よ
ら
な
い
で
そ
れ
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
例
外
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
同
法
一
四
 
 

産
の
価
値
が
下
落
し
て
い
て
も
、
被
担
保
債
権
総
額
の
弁
済
を
し
な
い
と
担
保
権
の
実
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
事
業
 
 

が
で
き
な
い
と
き
と
解
さ
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
上
記
の
と
お
り
、
本
条
が
、
例
外
的
と
は
い
え
別
除
椎
行
使
の
自
由
を
制
限
し
て
ま
 
 

八
条
一
項
は
、
「
当
該
財
産
」
が
「
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
」
と
定
め
て
お
り
、
文
理
 
 

で
企
業
の
再
生
を
優
先
さ
せ
る
制
度
を
設
け
て
い
る
趣
旨
及
び
目
的
に
か
ん
が
み
る
と
、
そ
の
よ
う
に
限
定
す
る
も
の
と
解
す
る
の
は
 
 
 

の
た
め
最
も
有
効
な
最
後
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
と
き
は
、
処
分
さ
れ
る
当
該
財
産
も
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
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㈱
 
名
古
屋
高
決
に
対
す
る
判
例
批
評
 
 
 

本
件
名
古
屋
高
決
に
つ
い
て
の
判
例
批
評
は
、
い
ず
れ
も
手
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
 
 

囲
 
ま
ず
、
井
上
一
成
判
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
本
決
定
は
、
一
担
保
権
者
の
意
思
の
み
に
よ
っ
て
事
業
継
続
が
事
実
 
 

上
断
た
れ
る
結
果
と
な
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
が
、
再
生
手
続
で
は
、
担
保
権
を
別
除
権
と
し
て
い
る
以
上
、
一
担
保
権
者
の
反
対
 
 

に
よ
っ
て
企
業
再
建
が
頓
挫
す
る
こ
と
は
制
度
的
に
不
可
避
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
担
保
権
も
拘
束
可
能
な
会
社
更
生
手
続
と
は
決
定
 
 

的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
担
保
権
消
滅
制
度
の
対
象
と
し
て
売
却
用
担
保
不
動
産
も
含
む
と
す
る
見
解
に
は
魅
 
 

力
を
感
じ
る
が
、
削
除
権
を
軽
視
し
、
企
業
再
建
に
傾
き
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
り
、
現
行
の
担
保
権
消
滅
削
度
の
解
釈
と
し
て
は
無
理
が
 
 
 

七
〇
 
 
 

産
と
駐
車
場
部
分
を
合
わ
せ
た
も
の
）
 
に
つ
き
、
第
一
及
び
第
二
順
位
の
根
抵
当
権
を
有
す
る
N
銀
行
と
の
間
で
相
手
方
が
締
結
し
た
 
 

本
件
削
除
権
協
定
に
基
づ
く
弁
済
資
金
に
充
て
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
不
動
産
の
売
却
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
 
 

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
同
協
定
に
従
っ
た
弁
済
は
不
可
能
で
あ
り
、
履
行
遅
滞
等
に
よ
り
、
同
協
定
は
白
紙
撤
回
さ
れ
、
N
銀
行
に
よ
 
 

る
担
保
権
の
実
行
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
上
記
の
と
お
り
、
事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
が
で
 
 

き
な
い
唯
一
の
財
産
で
あ
る
駐
車
場
部
分
も
併
せ
て
当
然
に
担
保
権
の
実
行
の
対
象
と
な
り
、
再
生
計
画
に
従
っ
た
事
業
の
継
続
は
完
 
 

全
に
不
可
能
な
状
態
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
再
生
計
画
が
認
可
さ
れ
て
確
定
し
、
第
一
及
び
第
二
順
位
の
根
抵
 
 

当
権
を
有
す
る
名
古
屋
銀
行
が
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
考
慮
す
る
と
、
ま
さ
に
、
一
担
保
権
者
の
意
思
の
み
に
よ
っ
て
、
 
 

事
業
の
継
続
が
事
実
上
断
た
れ
る
結
果
と
な
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
不
動
産
を
売
却
す
る
こ
と
は
、
相
手
方
 
 

の
事
業
の
継
続
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
か
つ
、
相
手
方
の
事
業
の
再
生
の
た
め
最
も
有
効
な
最
後
の
手
段
で
あ
る
と
認
め
ら
 
 

れ
、
本
件
不
動
産
は
、
民
事
再
生
法
一
四
八
条
一
項
の
「
当
該
財
産
が
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
 
 

あ
る
と
き
」
 
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
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㈱
 
小
 
括
 
 
 

本
件
名
古
屋
高
決
は
、
担
保
目
的
物
が
時
価
相
当
額
で
売
却
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
先
順
位
担
保
権
者
と
の
間
で
ほ
任
意
 
 

売
却
す
る
こ
と
に
同
意
が
で
き
て
い
た
も
の
の
、
時
価
相
当
額
で
は
競
売
さ
れ
て
も
配
当
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ
 
 

七
一
 
 
 

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
決
定
は
救
済
事
例
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
判
断
を
一
般
化
す
る
こ
と
に
 
 

（
1
）
 
 

は
問
題
が
あ
ろ
う
。
」
 
 
 

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
件
事
案
は
担
保
権
消
滅
請
求
制
度
が
で
き
た
当
初
に
考
え
て
い
た
パ
タ
ー
ン
と
は
異
な
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
 
 

た
め
、
か
な
り
の
拒
否
反
応
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
「
売
却
用
担
保
不
動
産
も
含
む
と
す
る
見
解
に
は
魅
力
を
感
じ
る
」
と
も
 
 

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
事
案
に
対
す
る
判
決
の
結
論
に
は
反
対
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
 
 

川
 
ま
た
、
印
藤
弘
二
弁
護
士
は
、
「
民
事
再
生
手
続
に
お
け
る
担
保
権
消
滅
請
求
に
関
し
て
は
、
債
務
者
側
、
担
保
権
者
倒
そ
れ
ぞ
れ
 
 

が
、
そ
の
許
可
要
件
が
相
応
に
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
慎
重
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
…
…
 本
 
 

決
定
の
事
業
を
例
に
と
れ
ば
、
本
件
不
動
産
の
第
一
順
位
担
保
権
者
Z
と
は
合
理
的
な
交
渉
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
再
 
 

生
債
務
者
Ⅹ
に
お
い
て
本
件
不
動
産
の
後
順
位
担
保
権
者
Y
の
要
求
が
不
当
と
考
え
る
な
ら
ば
、
Z
の
理
解
を
取
り
付
け
た
上
で
民
法
 
 

上
の
抵
当
権
消
滅
請
求
を
利
用
す
る
、
あ
る
い
は
Z
に
担
保
権
実
行
を
要
請
す
る
な
ど
の
方
策
を
採
る
こ
と
で
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
 
 

‥
2
 
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ご
と
述
べ
ら
れ
て
い
ふ
。
同
弁
護
士
も
結
論
自
体
に
反
対
す
る
と
い
う
よ
り
も
理
由
付
け
の
 
 

点
に
お
い
て
、
担
保
権
消
滅
請
求
別
使
を
本
来
の
パ
タ
ー
ン
と
異
な
る
パ
タ
ー
ン
で
使
う
よ
り
も
、
本
件
事
案
に
つ
い
 て
は
、
他
の
方
 
 

法
で
解
決
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
の
趣
旨
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
批
評
も
担
保
権
消
滅
請
求
制
度
が
、
 
 

本
来
使
わ
れ
る
べ
き
パ
タ
ー
ン
を
拡
張
し
て
他
の
パ
タ
ー
ン
に
ま
で
使
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
、
拡
張
す
る
こ
と
に
つ
き
非
常
 
 

に
慎
重
な
態
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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5
．
検
 
討
 
 

州
 
民
事
再
生
法
に
よ
る
担
保
権
消
滅
許
可
制
度
 
 
 

再
生
法
で
は
、
再
生
手
続
開
始
時
に
再
生
債
務
者
の
財
産
に
存
す
る
担
保
権
を
別
除
権
と
し
て
扱
い
、
再
生
手
続
に
よ
ら
な
い
で
行
 
 

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
 
（
再
牛
法
五
三
条
）
。
 
 
 

他
方
、
再
生
法
一
四
八
条
は
、
「
再
生
手
続
開
始
の
時
に
お
い
て
再
生
債
務
者
の
財
産
に
つ
き
第
五
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
担
保
権
 
 

（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
一
五
二
条
に
お
い
て
「
担
保
権
」
と
い
う
。
）
 
が
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
財
産
が
再
生
債
務
者
の
 
 

事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
再
生
債
務
者
等
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
当
該
財
産
の
価
額
に
相
当
す
る
 
 

金
銭
を
裁
判
所
に
納
付
し
て
当
該
財
産
に
つ
き
存
す
る
す
べ
て
の
担
保
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
許
可
の
申
立
て
を
す
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
制
度
は
、
再
生
手
続
に
当
た
り
、
再
生
債
務
者
の
財
産
の
う
ち
、
事
業
の
継
続
に
不
可
欠
な
も
の
に
担
保
権
が
付
い
て
い
れ
ば
、
 
 

別
除
権
と
し
て
実
行
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
、
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
事
業
再
建
は
頓
挫
し
て
し
ま
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
た
 
 

め
、
（
担
保
さ
れ
て
い
る
債
権
額
全
額
で
は
な
く
）
 
担
保
設
定
さ
れ
た
財
産
相
当
額
を
提
供
す
れ
ば
、
担
保
権
全
部
を
消
滅
さ
せ
て
や
ろ
 
 
 

七
二
 
 
 

る
後
順
忙
担
保
権
者
が
判
子
代
以
上
の
高
額
の
和
解
条
件
を
提
示
し
た
た
め
、
担
保
権
消
滅
許
可
申
請
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
 
 

件
で
は
、
駐
車
場
部
分
の
み
が
事
業
継
続
さ
れ
、
そ
の
他
の
部
分
は
売
却
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
る
が
、
同
様
の
事
態
に
関
し
 
 

て
は
、
破
産
法
一
八
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
担
保
権
消
滅
許
可
制
度
が
あ
り
（
後
掲
）
、
本
件
は
、
民
事
再
生
手
続
に
お
い
て
も
同
法
 
 

の
制
度
を
応
用
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

本
件
事
案
で
は
、
Y
が
別
院
権
を
行
使
し
て
競
売
申
立
て
を
し
た
と
し
て
も
、
配
当
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
 
 

る
こ
と
か
ら
、
本
件
決
定
は
理
由
付
け
の
点
に
は
修
正
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
結
論
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
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民
蹟
／
ノ
ン
ハ
三
葬
 
癖
当
不
動
産
の
節
ノ
ノ
ノ
取
得
者
は
、
抵
当
樺
消
滅
請
求
を
す
る
と
き
は
、
登
誼
を
し
声
各
債
権
者
に
射
し
、
次
に
掲
げ
る
者
面
を
 
 

送
付
．
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
 
 

／
 
群
縛
の
ノ
原
因
及
び
年
月
日
、
顔
拶
人
及
び
餅
締
者
の
氏
名
及
び
任
所
並
び
に
踵
当
か
動
産
の
任
国
、
所
在
及
び
代
価
そ
の
他
舵
縁
者
わ
侶
拍
 
 

を
哀
し
た
孝
面
 
 

二
 
▲
殖
当
弄
初
産
巨
細
す
ろ
登
露
草
頑
証
明
磨
二
親
た
知
力
有
為
す
る
登
記
襲
項
の
す
人
て
を
証
明
し
た
も
の
に
限
る
J
 
 

三
／
 
債
棒
者
が
二
酵
月
山
西
に
抵
当
椎
を
実
行
し
て
靡
舜
の
申
立
で
を
し
な
い
と
き
ば
、
趣
当
不
動
産
の
第
三
解
得
者
が
節
／
号
に
規
定
す
る
代
 
 

価
又
は
膵
に
指
定
し
た
金
酵
を
傍
椎
の
順
位
L
二
従
〃
で
弁
済
し
又
は
棒
許
す
べ
き
訝
を
露
夢
し
た
者
商
 
 

七
三
 
 
 

艮
堵
ノ
ン
心
外
舞
 
ノ
担
当
か
動
産
の
節
／
ノ
ン
群
得
者
は
、
第
三
ハ
三
条
わ
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
抵
当
㌧
棒
消
極
諸
叩
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

㈲
 
類
似
名
称
の
制
度
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
再
生
法
の
担
保
権
消
滅
許
可
制
度
と
類
似
の
制
度
の
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
概
観
す
る
。
 
 

回
 
抵
当
権
消
滅
請
求
 
（
旧
「
搬
除
」
）
 
 
 

こ
の
制
度
は
、
抵
当
不
動
産
の
第
二
取
得
者
が
、
対
価
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
負
担
し
て
い
る
抵
当
権
に
つ
き
、
そ
の
対
価
の
見
 
 

返
り
と
し
て
抵
当
権
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

う
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
担
保
権
消
滅
許
可
が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
「
当
該
財
産
が
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
欠
 
 

く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
」
と
い
う
要
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
制
度
の
適
用
対
象
と
し
て
、
立
法
担
当
者
が
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
本
社
ビ
ル
や
主
要
工
場
、
主
要
店
舗
等
あ
っ
た
 
 

こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
物
を
含
む
か
ど
う
か
、
含
む
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
範
囲
に
お
い
て
ま
で
か
と
い
う
問
題
が
あ
 
 

る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
事
業
継
続
不
可
欠
性
に
つ
い
て
の
解
釈
が
主
な
問
題
と
な
る
。
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若
し
く
は
会
社
渉
の
碗
い
声
に
よ
る
留
置
椎
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
ド
ガ
い
で
同
じ
。
〕
が
存
す
ろ
場
合
に
ぉ
い
で
、
当
該
財
産
を
任
意
に
売
却
し
で
 
 

破
産
済
ノ
ハ
♪
ハ
発
 
破
慶
事
緯
圃
好
の
暗
に
ガ
い
で
破
産
財
団
r
に
屈
す
る
財
産
ド
ゥ
き
相
伴
棒
〔
特
別
の
弗
群
酵
梓
、
蓼
棒
、
抵
当
要
は
圃
拷
 
 
 

当
誇
担
体
棒
を
消
滅
き
せ
る
こ
と
が
破
産
債
椎
者
の
ノ
／
躍
の
裂
に
適
合
す
る
と
き
は
、
破
産
準
財
八
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
当
該
財
産
を
任
蓼
 
 

に
売
却
し
、
次
の
告
ヤ
に
掲
げ
ろ
区
分
に
応
じ
で
そ
れ
ぞ
れ
当
辞
令
号
に
定
め
る
酵
に
殖
讃
す
る
金
鐸
が
談
判
所
信
納
付
き
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
′
 
 

該
財
産
ド
ゥ
き
存
す
る
す
べ
で
の
担
保
椎
を
消
滅
き
せ
る
こ
と
に
づ
い
で
の
許
の
申
立
で
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仁
だ
し
、
当
該
担
保
樺
を
 
 
 

艮
渉
三
九
八
舜
の
二
二
 
ノ
丸
本
の
確
定
複
に
ぉ
い
て
規
に
存
す
る
停
滞
の
額
が
根
粒
輩
樺
の
寝
癖
を
超
え
る
と
き
ば
、
他
人
の
債
務
を
担
保
す
 
 

る
た
め
そ
の
根
抵
当
棒
を
設
定
し
た
者
又
は
抵
当
オ
財
産
ド
ゥ
い
て
所
有
樺
、
地
上
樺
、
水
小
作
椎
若
し
く
げ
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
ノ
琴
倍
輝
を
調
得
し
だ
第
三
者
は
、
そ
の
癖
産
額
に
相
当
す
る
金
辞
を
払
い
渡
し
叉
寝
供
許
し
で
、
そ
の
碑
担
当
′
棒
の
墓
叩
求
を
す
る
こ
と
が
 
 
 

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
ガ
い
イ
＼
 
そ
の
払
渡
し
又
は
供
」
許
け
、
弁
済
の
効
力
を
有
す
る
。
 
 

（
以
下
省
蛎
〕
 
 

回
 
破
産
法
に
基
づ
く
担
保
権
消
滅
の
許
可
の
申
立
て
 
 
 

こ
の
制
度
は
、
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
破
産
者
が
所
有
す
る
財
産
に
つ
き
、
任
意
売
却
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
破
産
債
権
 
 

者
の
一
般
の
利
益
に
適
合
す
る
と
き
に
は
、
対
価
の
支
払
い
の
見
返
り
に
、
担
保
権
の
消
滅
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
っ
 
つ
ま
 
 

り
、
任
意
売
却
を
す
る
場
合
に
は
、
担
保
権
者
や
仮
差
押
権
者
等
当
該
不
動
産
に
権
利
を
持
つ
者
全
員
の
了
解
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
 
 

が
、
破
産
債
権
者
の
一
般
の
利
益
に
適
合
す
る
と
き
に
は
、
破
産
管
財
人
が
裁
判
所
に
申
し
立
て
れ
ば
、
（
一
部
の
者
が
賛
成
せ
ず
）
全
 
 

員
の
了
解
が
な
い
と
き
に
で
も
、
任
意
売
却
が
で
き
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

七
四
 
 
 

㈲
 
根
抵
当
権
の
消
滅
請
求
 
 
 

こ
の
制
度
は
、
元
本
の
確
定
し
た
根
抵
当
権
に
つ
き
、
現
に
存
す
る
債
務
の
額
が
極
度
額
を
超
過
し
て
い
る
場
合
、
物
上
保
証
人
又
 
 

は
第
三
取
得
者
等
が
、
極
度
額
相
当
額
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
根
抵
当
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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㈱
 
遊
休
資
産
へ
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
 
 

回
 
遊
休
資
産
不
適
用
説
 
 
 

再
生
法
一
閃
八
条
一
項
の
規
定
は
、
「
当
該
財
産
」
が
「
事
業
の
継
続
」
 
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
処
分
対
象
が
遊
休
資
産
で
 
 

「
3
）
 
 

あ
る
と
き
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
 
（
以
下
、
「
遊
休
資
産
不
適
用
説
」
と
い
う
）
。
 
 
 

こ
れ
に
つ
き
、
担
保
権
消
滅
制
度
は
、
担
保
権
を
別
除
権
と
し
て
自
由
に
行
使
で
き
る
と
し
た
建
前
を
覆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
 
 

て
、
条
文
の
文
言
も
勘
案
す
る
と
、
事
業
資
金
捻
出
の
た
め
遊
休
不
動
産
を
売
却
す
る
目
的
で
担
保
権
消
滅
制
度
を
使
う
こ
と
は
、
民
 
 

七
五
 
 
 

に
必
ノ
翠
で
あ
る
と
辞
め
る
と
き
は
、
皆
財
人
の
申
立
で
に
よ
り
、
当
該
財
産
わ
価
嶽
た
一
相
当
す
る
多
鐸
を
裁
判
所
に
納
付
し
で
当
√
謬
財
産
を
目
的
 
 

レ
し
す
る
す
べ
で
の
担
悍
碓
を
彊
き
せ
る
こ
と
を
許
打
す
る
首
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
捗
†
省
略
ノ
 
 

は
会
社
渉
の
規
定
に
よ
る
留
摩
権
（
瀕
下
こ
の
殊
に
ガ
い
で
イ
担
併
輝
い
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
ぉ
い
で
二
吏
壁
会
社
の
草
葉
の
ノ
常
在
の
た
め
 
 

会
社
更
軽
渉
節
ノ
〇
四
条
 
顔
判
所
は
二
更
厚
手
続
開
始
当
時
単
車
会
社
の
財
産
一
ト
？
蚤
特
別
の
党
奴
癖
蓮
、
ノ
質
権
、
癖
当
要
は
商
渚
若
し
く
 
 

有
す
る
者
の
利
凍
を
′
か
肇
に
者
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 
 

（
以
†
蔓
 
 

㈲
 
会
社
更
生
法
に
基
づ
く
担
保
権
消
滅
許
可
の
決
定
 
 
 

こ
の
制
度
は
、
会
社
更
生
手
続
き
が
開
始
し
た
時
点
で
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
た
場
合
に
、
更
生
会
社
の
事
業
の
更
生
の
た
め
に
 
 

必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
管
財
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
対
価
の
支
払
い
の
見
返
り
に
、
担
保
権
の
消
滅
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
 
 

の
で
あ
る
。
再
生
法
の
同
制
度
と
の
違
い
は
、
再
生
法
が
「
当
該
財
産
が
」
 
の
文
言
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
更
生
法
に
は
同
文
言
が
な
 
 

く
単
に
「
更
生
会
社
の
事
業
の
更
生
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
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七
」
ハ
 
 
 

事
再
生
法
の
解
釈
と
し
て
は
無
理
が
あ
り
、
ま
た
、
条
文
上
、
事
業
の
継
続
と
だ
け
あ
っ
て
経
漬
生
活
の
再
生
が
抜
け
、
自
然
人
を
排
 
 

（
4
ノ
 
 

除
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
も
事
業
資
金
捻
出
の
た
め
と
い
う
の
は
解
釈
論
と
し
て
は
苦
し
い
と
さ
れ
る
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
担
保
権
消
滅
制
度
は
、
非
常
に
強
力
な
効
果
を
持
つ
制
度
で
あ
る
か
ら
、
対
象
財
産
を
不
可
欠
財
産
性
と
い
う
要
件
で
絞
 
 

る
と
い
う
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
条
文
の
文
言
は
比
較
的
限
定
的
に
読
む
べ
き
で
あ
り
、
個
人
再
生
手
続
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
き
 
 

担
保
権
消
滅
制
度
を
導
入
せ
ず
、
適
用
対
象
を
住
宅
に
は
拡
大
し
な
か
っ
た
と
い
う
立
法
的
な
決
断
と
、
遊
休
不
動
産
の
売
却
に
よ
る
 
 

（
5
〕
 
 

事
業
資
金
の
捻
出
の
た
め
の
担
保
権
消
滅
は
整
合
す
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
も
疑
問
を
呈
さ
れ
る
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

担
保
権
消
滅
許
可
制
度
の
遊
休
資
産
売
却
へ
の
利
用
可
能
性
は
、
再
生
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
 
 

の
上
で
、
同
制
度
が
削
除
権
と
し
て
手
続
外
で
の
行
使
を
峻
別
と
し
て
保
証
さ
れ
た
担
保
権
を
制
約
す
る
強
力
な
効
果
を
有
す
る
も
の
 
 

一
一
h
U
 
 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
象
を
事
業
の
継
続
に
不
可
欠
な
財
産
に
限
定
し
た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
不
 
 

適
用
説
の
ほ
う
に
分
が
あ
る
′
。
 
 

㈲
 
遊
休
資
産
適
用
説
 
 
 

L
か
し
、
他
方
、
事
業
継
続
に
不
叶
欠
な
財
産
で
あ
る
か
否
か
は
事
業
計
画
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
り
広
く
解
す
る
必
要
が
あ
 
 

る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
不
要
資
産
と
し
て
売
却
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
売
却
代
金
が
債
務
者
の
事
業
継
続
に
必
要
不
可
欠
で
あ
れ
 
 

二
7
・
 
 

ば
要
件
を
摘
た
す
と
主
張
す
る
説
も
あ
る
 
（
以
下
、
「
遊
休
資
産
適
用
説
」
と
い
う
）
。
 
 
 

同
様
に
、
営
業
用
担
保
不
動
産
の
継
続
利
用
の
み
な
ら
ず
、
売
却
欄
担
保
不
動
産
の
円
滑
な
売
却
を
も
含
む
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
 
 

（
8
ノ
」
 
 

可
能
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
、
売
却
用
財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
確
保
が
事
業
の
継
続
に
と
っ
て
真
に
必
要
不
可
欠
 
 

か
を
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
運
転
資
金
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
 
 

言
∴
 
 

も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
 

保
の
 
「
目
的
物
と
再
生
債
務
者
の
事
業
と
の
密
接
な
関
連
性
」
 
の
観
点
か
ら
、
販
売
目
的
財
産
に
つ
い
て
も
、
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
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㈱
 
本
判
決
へ
の
コ
メ
ン
ト
 
 
 

本
判
決
は
、
事
業
継
続
不
可
欠
性
要
件
を
充
た
す
財
産
と
は
、
担
保
権
が
実
行
さ
れ
て
当
該
財
産
を
活
用
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
 
 

と
き
に
は
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
る
よ
う
な
代
替
性
の
な
い
財
産
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
説
明
し
な
が
 
 

ら
、
事
業
形
態
に
よ
っ
て
は
例
外
も
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
戸
建
分
譲
業
者
に
お
い
て
は
販
売
用
土
地
が
担
保
権
消
滅
許
可
制
度
の
対
 
 

象
に
な
る
と
判
断
し
た
。
先
例
と
し
て
は
、
前
掲
・
名
古
屋
高
判
平
成
二
ハ
年
八
月
一
〇
目
の
よ
う
な
特
別
な
例
が
あ
る
も
の
の
、
民
 
 

事
再
生
手
続
が
創
設
さ
れ
た
当
初
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
担
保
権
消
滅
許
可
制
度
の
対
象
を
広
げ
る
 
 

七
七
 
 
 

（
川
‥
 
 

什
を
満
た
す
可
能
性
を
認
め
る
見
解
も
あ
る
。
 
 

＝
 
 
 

た
だ
、
遊
休
資
産
不
適
用
説
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
適
用
を
認
め
る
よ
う
で
あ
ふ
。
 
 

い
 
対
象
財
産
自
体
が
事
業
継
続
に
不
可
欠
で
あ
れ
ば
、
官
業
譲
渡
等
に
よ
り
第
一
二
者
に
よ
っ
て
当
該
事
業
が
継
続
さ
れ
る
た
め
に
不
 
 

（
1
2
）
 
 

可
欠
な
場
合
 
 

価
 
値
務
者
が
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
財
産
に
対
L
、
担
保
が
実
行
さ
れ
る
危
険
を
払
拭
し
、
こ
れ
を
確
保
す
る
た
め
、
 
 

ス
ポ
ン
サ
ー
等
に
当
該
財
産
を
売
却
の
上
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
を
受
け
る
場
合
 
 

㈲
 
工
場
財
団
抵
当
等
に
対
し
て
担
保
権
消
滅
許
可
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
複
数
の
工
場
が
一
つ
の
財
団
を
構
成
L
、
そ
の
一
部
に
事
 
 

業
継
続
に
不
可
欠
な
工
場
が
あ
り
、
他
の
工
場
は
処
分
が
相
当
と
い
う
ケ
ー
ス
が
生
じ
得
る
。
こ
の
場
合
、
不
可
欠
財
産
た
る
工
場
と
 
 

そ
う
で
な
い
工
場
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
工
場
財
団
は
一
個
の
不
動
産
と
み
な
さ
れ
（
工
場
抵
当
法
一
四
条
一
項
）
、
財
団
の
分
 
 

割
に
は
抵
当
権
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
同
法
四
二
条
の
二
第
三
項
）
、
こ
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
不
可
欠
財
産
た
 
 

る
工
場
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
財
団
全
体
に
つ
き
担
保
権
消
滅
請
求
を
行
う
場
合
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㈱
 
最
後
に
 
 
 

再
生
法
が
再
生
債
務
者
を
再
建
さ
せ
る
の
が
大
き
な
目
的
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
販
売
用
不
動
産
で
あ
っ
て
も
担
保
権
消
 
 

滅
許
可
制
度
の
対
象
に
L
て
も
よ
い
と
思
う
し
、
そ
の
た
め
に
は
一
般
債
権
者
や
担
保
権
利
者
は
大
幅
な
譲
歩
を
す
べ
き
な
の
か
も
し
 
 

れ
な
い
。
本
件
を
含
め
た
裁
判
例
を
見
て
い
る
と
再
生
手
続
を
優
先
さ
せ
る
方
向
が
色
濃
く
窺
わ
れ
る
が
、
担
保
権
利
者
が
確
保
し
て
 
 

い
る
は
ず
で
あ
る
範
囲
を
減
ら
し
て
ま
で
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
田
頭
章
一
教
授
が
本
決
定
の
判
例
批
評
の
中
で
、
本
決
定
が
①
本
件
土
地
が
「
代
替
性
の
な
い
」
 
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
 
 

点
、
お
よ
び
②
担
保
権
者
が
「
事
業
の
仕
組
み
」
を
承
知
し
て
い
た
こ
と
を
事
業
継
続
不
可
欠
性
肯
定
の
要
件
と
し
て
い
る
点
は
、
な
 
 

‖
 
 

お
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
 
 
 

七
八
 
 
 

〓
 
 

の
で
あ
ろ
う
か
。
回
収
・
倒
産
実
務
に
与
え
る
影
響
に
は
大
き
い
も
の
か
あ
る
と
す
る
意
見
に
同
感
で
あ
る
。
担
保
権
者
か
ら
は
不
安
 
 

や
疑
問
が
出
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

な
お
、
本
事
件
で
は
、
再
生
債
務
者
か
ら
、
担
保
権
者
に
対
し
て
は
、
「
土
地
の
鑑
定
評
価
額
か
ら
売
却
諸
費
用
等
の
土
地
相
当
分
を
 
 

控
除
し
た
価
額
の
八
五
％
相
当
額
」
と
い
う
額
で
の
掟
案
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
Y
は
、
主
に
「
土
地
鑑
定
評
価
額
の
一
五
％
の
減
額
と
 
 

な
る
点
」
を
理
由
に
、
上
記
提
案
を
拒
否
し
て
い
る
。
八
方
％
で
受
け
ら
れ
な
い
と
し
た
Y
の
言
い
分
を
検
討
す
る
に
は
、
再
生
債
務
 
 

者
の
提
示
し
た
価
格
の
妥
当
性
が
大
き
な
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
裁
判
所
の
判
旨
の
中
に
は
具
体
的
に
触
れ
た
も
の
が
な
い
の
 
 

で
、
Y
の
言
い
分
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
上
記
の
土
地
鑑
定
評
価
額
が
争
い
の
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
 
 

Y
が
担
保
権
で
確
保
し
て
い
る
は
ず
の
価
額
が
な
ぜ
一
五
％
減
額
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
 
 

思
わ
れ
る
。
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1413121110 9  （
1
）
 
井
上
一
成
「
不
動
産
を
処
分
す
る
こ
と
が
、
事
業
継
続
の
た
め
必
要
不
可
欠
で
、
再
生
の
た
め
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
は
、
 
 

処
分
さ
れ
る
当
該
財
産
も
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
か
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事
例
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
 
 
 

一
二
血
五
号
二
血
▲
頁
。
 
 

（
2
）
 
印
隆
弘
二
 
「
民
事
再
生
法
に
お
け
る
担
保
権
消
滅
許
可
の
要
件
」
金
融
法
務
垂
情
一
七
四
五
号
五
頁
。
 
 

（
、
3
）
 
伊
藤
眞
編
集
代
表
『
民
事
再
牛
法
逐
条
研
究
 
解
釈
と
運
用
』
一
四
二
百
、
伊
藤
眞
『
破
産
法
・
民
事
再
生
法
［
第
二
版
」
』
七
大
六
貝
、
伊
藤
 
 
 

眞
＝
田
原
睦
夫
監
修
『
新
注
釈
民
事
再
生
法
（
⊥
）
』
七
二
八
頁
［
木
内
道
祥
］
な
ど
。
 
 

（
4
）
 
伊
藤
編
集
代
表
・
前
掲
一
閃
三
頁
［
高
橋
宏
志
発
言
］
。
 
 

（
5
）
 
伊
藤
編
集
代
表
・
前
掲
一
凹
三
頁
［
松
下
淳
一
発
言
］
。
 
 

（
6
〕
 
伊
藤
編
集
代
表
・
前
掲
二
門
三
首
 
［
深
山
卓
也
発
言
］
参
照
。
同
旨
＝
深
山
卓
也
ほ
か
 
ご
問
一
答
民
事
再
生
渉
仁
一
九
一
頁
。
前
掲
名
古
屋
高
 
 

裁
の
判
例
批
評
で
同
旨
‥
井
上
・
前
掲
二
五
l
頁
。
 
 

（
7
）
 
園
尾
隆
司
＝
小
林
秀
之
編
『
条
解
民
事
再
生
法
』
五
八
八
頁
［
小
林
秀
之
］
、
小
林
秀
之
『
担
保
権
消
滅
請
求
制
度
の
評
価
と
問
題
点
』
銀
行
法
 
 

務
二
一
第
五
人
三
号
一
四
頁
。
 
 

（
8
）
 
西
宮
章
夫
『
新
再
建
型
手
続
と
担
保
権
の
取
扱
い
』
 
銀
行
法
務
二
一
第
五
」
ハ
三
号
八
頁
。
 
 

福
永
有
利
『
担
保
権
消
滅
請
求
馴
鹿
』
 
金
融
・
商
事
判
例
一
〇
八
大
号
」
ハ
一
頁
。
 
 

山
本
和
彦
ほ
か
編
『
Q
＆
A
民
事
再
生
法
［
第
二
版
］
』
 
二
」
ハ
七
頁
［
関
頭
革
こ
U
 
 

印
藤
∴
別
掲
五
頁
。
 
 

同
旨
‥
伊
藤
編
集
代
表
こ
別
掲
一
匹
二
貢
 
「
田
原
睦
夫
発
言
］
。
 
 

谷
本
誠
司
「
本
件
判
例
批
評
」
銀
行
法
務
二
一
－
ヒ
一
四
号
七
C
頁
。
 
 

田
頭
章
一
「
本
件
判
例
批
評
」
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
C
九
 
（
民
事
訴
訟
法
九
事
件
）
 
三
六
頁
。
 
 

七
九
 
 
 




